
震源から離れるほど猶予時間が長くなります

情報発表から主要動到達までの猶予時間
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緊急地
震速報

　
気
象
庁
で
は
、　

月
１
日
か
ら
「
緊
急
地
震

１０

速
報
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
速
報
は
、
地
震

に
よ
る
強
い
揺
れ
を
事
前
に
お
知
ら
せ
す
る
こ

と
を
目
指
す
情
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。
強
い
揺
れ

が
到
達
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
間
に
身
を
守
り
、

地
震
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
が
発
生

し
た
と
き
に
生
じ
る
初
期
微
動
を
感

知
し
、
強
い
揺
れ
が
到
達
す
る
前
に

皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
を
目

指
す
情
報
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
地
震
が
起
き
る
と
、
弱
い
揺
れ
の

Ｐ
波
（
初
期
微
動
）
と
強
い
揺
れ
の

Ｓ
波
（
主
要
動
）
が
発
生
。
Ｐ
波
は

Ｓ
波
よ
り
伝
わ
る
の
が
速
い
こ
と
か

ら
、
震
源
地
近
く
で
Ｐ
波
が
観
測
さ

れ
る
と
瞬
時
に
気
象
庁
へ
デ
ー
タ
が

送
ら
れ
、
報
道
機
関
を
通
じ
て
速
報

を
発
表
。
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
の

時
間
（
猶
予
時
間
）
を
知
ら
せ
ま
す
。

　
震
源
地
か
ら
離
れ
る
ほ
ど
猶
予
時

間
は
長
く
な
り
ま
す
が
、
震
源
地
付

近
で
は
Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
到
達
時
間
に

差
が
出
な
い
こ
と
か
ら
、
強
い
揺
れ

が
起
き
る
ま
で
に
速
報
が
間
に
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
報
道
機
関
を
通
じ
て
お
知
ら
せ

　
速
報
は
、
最
大
震
度
５
弱
以
上
と

推
定
さ
れ
る
地
震
の
際
に
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
な
ど
報
道
機
関
か
ら
震
度

４
以
上
の
強
い
揺
れ
が
起
き
る
地
域

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
専
用
回
線
な
ど

を
利
用
し
た
速
報
専
用
受
信
端
末
で

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
速
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き

に
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
電
源
が

入
っ
て
い
な
い
と
聞
く
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
速
報
に
は
技
術
的

な
限
界
が
あ
り
、
震
源
や
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
、
震
度
な
ど
の
精
度
が
十

分
で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
ず
か
な
時
間
で
で
き
る
こ
と

　
緊
急
地
震
速
報
か
ら
強
い
揺
れ
が

到
達
す
る
ま
で
の
猶
予
時
間
は
、
数

秒
か
ら
長
く
て
も
数
十
秒
程
度
。
こ

の
わ
ず
か
な
時
間
の
間
に
何
ら
か
の

対
策
を
取
る
こ
と
で
、
地
震
被
害
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身
を

守
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
、
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
行
動
例
と
し
て
は
、
建
物
内
で
は

初
期
の
揺
れ
感
知
し
情
報
提
供

　
月
か
ら
緊
急
地
震
速
報
開
始

１０

【８】

地震
発生

数秒後

Ｐ
波（
初
期
微
動
）を
観
測

震源近くで地震（Ｐ波）を検知すると、
直ちに緊急地震速報を発信するための処
理を開始します。地震波との競争です。

地震計
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要動
）

（主
要動
）
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（主
要動
）

Ｐ波
（初
期微
動）

（初
期微
動）

Ｐ波
（初
期微
動）

　後続車が速報を聞いていないこともあるので、急ブレーキは避

けてハザードランプを点灯し、ゆっくりスピードを落としましょ

う。強い揺れを感じたら、道路状況を見ながら道路左側の安全な

場所に停車してください。

　山やがけ付近

では、落石やが

け崩れが起きる

可能性があるの

で近づかないよ

うにしましょう。

　家庭で緊急地震速報が出たら、頭を守って大きな家具から離れ、

丈夫な机の下などに隠れましょう。慌てて家の外に飛び出すのは

危険です。また、火の始末は自分が近くにいる場合だけとし、無

理して遠くの火元へ行かないようにしてください。できれば扉を

開けて避難する準備をしておきましょう。

※この対応は学校や職場などほかの場所でも応用できます。何を

したらよいか考えておくとよいでしょう。

　屋外で情報を聞いた場合

は、ブロック塀や自動販売

機などが倒れることがある

ので、離れるようにしま

しょう。また、ビルのそば

は壁や看板、ガラスが落ち

てくることがあるので危険

です。ビルから離れるか、

丈夫なビルの場合はビル内

に避難しましょう。

◆緊急地震速報のしくみ

◆家庭や学校、職場では

◆屋外では

◆自動車を運転中の場合は

机
の
下
に
隠
れ
る
な
ど
頭
の
保
護
、

屋
外
で
は
崩
れ
そ
う
な
危
険
な
場
所

（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
ビ
ル
の
そ
ば
、
が

け
な
ど
）
か
ら
離
れ
る
な
ど
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
普
段
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す

　
今
後
　
年
以
内
に
　
％
の
確
立
で

３０

９９

発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
宮
城
県

沖
の
地
震
で
す
が
、
地
震
の
具
体
的

な
発
生
時
期
を
特
定
し
た
り
、
地
震

の
発
生
自
体
を
止
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な

い
地
震
に
対
し
わ
た
し
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
対

処
で
き
る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
の
備

え
を
十
分
に
し
て
お
く
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
緊
急
避
難
袋
や
懐
中
電
灯
、
携
帯

ラ
ジ
オ
な
ど
物
品
の
備
え
は
も
ち
ろ

ん
、
速
報
が
出
た
と
き
何
を
す
る
べ

き
か
と
い
う
心
の
備
え
も
大
切
で
す
。

今
一
度
ご
家
族
で
緊
急
時
の
対
処
法

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

◆
問
い
合
わ
せ
　
役
場
総
務
課
防
災

対
策
主
幹
（
察
　－

３
１
１
１
内

８２

線
４
６
０
）
へ
ど
う
ぞ
。

【９】

速報が出たら…速報が出たら速報が出たら……


